
評価結果詳細（にいぞ虹保育園）

第三者評価結果 コメント

Ⅰ－１－（１）－①　理念、基本方針が明文化され
周知が図られている。

ａ

園内掲示、ホームページ、パンフレット、入園
説明会等にて方針・理念を周知している。園開
設以来在籍する職員が多く、一致した保育観を
基盤に運営がなされている。

第三者評価結果 コメント

Ⅰ－２－（１）－①　事業経営をとりまく環境と経
営状況が的確に把握・分析されている。

ａ

新型コロナウイルスの影響から中断されている
ものの、市内私立園長会等により連携と情報共
有にあたっている。また法人グループでは各種
福祉サービスを全国で展開しており、スケール
メリットを活かし、現状と将来の課題について
話し合う・指導を受けられる体制が整備されて
いる。

Ⅰ－２－（１）－②　経営課題を明確にし、具体的
な取り組みを進めている。

ａ

運営に関する課題については法人と共有してお
り、協調して改善に努めている。地域の福祉
ニーズと園がもつ資源に鑑みながら公的事業や
活動に取り組んでいく意向をもっている。

第三者評価結果 コメント

Ⅰ－３－（１）－①　中・長期的なビジョンを明確
にした計画が策定されている。

ａ

園独自において3カ年事業計画が立てられてお
り、事業活動の収支、修繕について分析がなさ
れている。行政の支援給付等取り巻く環境を考
慮し、年度の計画や実際の運営への反映に努め
ている。

Ⅰ－３－（１）－②　中・長期計画を踏まえた単年
度の計画が策定されている。

ａ

予算、目標、設備投資等数値を設定した事業計
画が策定されており、指導、保健、食育につい
ても年度の計画が策定されている。各種計画の
具体性に本園および法人の丁寧な運営を見るこ
とができる。

Ⅰ－３－（２）－①　事業計画の策定と実施状況の
把握や評価・見直しが組織的に行われ、職員が理解
している。

ａ

予算については年度途中で補正を入れるなど状
況にあわせた対応にあたっている。法人におい
て予算・実績をチェックし、適切な運営となる
よう管理がなされている。

Ⅰ－３－（２）－②　事業計画は、利用者等に周知
され、理解を促している。

ａ
園だより等にて園の状況や方針を周知してい
る。行事についても年度初めに予定表を配布す
るなど保護者の就労に配慮している。

Ⅰ－１－（１）　理念、基本方針が確立・周知されている。

評　価　細　目　の　第　三　者　評　価　結　果
（保育所、地域型保育事業）

評価対象Ⅰ　福祉サービスの基本方針と組織
Ⅰ－１　理念・基本方針

Ⅰ－２　経営状況の把握

Ⅰ－２－（１）　経営環境の変化等に適切に対応している。

Ⅰ－３　事業計画の策定

Ⅰ－３－（１）　中・長期的なビジョンと計画が明確にされている。

Ⅰ－３－（２）　事業計画が適切に策定されている。



評価結果詳細（にいぞ虹保育園）

Ⅰ-４　福祉サービスの質の向上への組織的・計画的な取組
第三者評価結果 コメント

Ⅰ－４－（１）－①　福祉サービスの質の向上に向
けた取組が組織的に行われ、機能している。

ａ

園全体の自己評価を実施しており課題の抽出に
あたっている。またクラスごとの年間指導計画
は反省をもって次期につなげるよう考察がなさ
れている。

Ⅰ－４－（１）－②　評価結果にもとづき組織とし
て取組むべき課題を明確にし、計画的な改善策を実
施している。

ａ

職員個人については人事考課を通じて目標の設
定にあたっており、適切な目標設定となるよう
指導がなされている。法人・園・職員個人共に
計画・検証のサイクルが構築されており、具体
的改善をもって次期に臨む姿勢が特長として現
れている。

第三者評価結果 コメント

Ⅱ－１－（１）－①　管理者は、自らの役割と責任
を職員に対して表明し理解を図っている。

ａ

業務分掌、組織図が作成されており、役割分担
等の周知が図られている。組織図には表れない
管理職の細かな配慮が園のバランスを保ち、安
定した運営を実現している。

Ⅱ－１－（１）－②　遵守すべき法令等を正しく理
解するための取り組みを行っている。

ａ

就業規則等各種規程が細かに定められており、
周知により職員の規範とコンプライアンスの確
立に努めている。「先生」と呼ばれる職務を考
え、自らを律していく姿勢を職員に求めてい
る。

Ⅱ－１－（２）－①　福祉サービスの質の向上に意
欲をもち、その取組に指導力を発揮している。

ａ

園長も現場に入る、クラスをフォローする職員
を配置するなど現場の保育体制を最優先した運
営にあたっている。年齢構成が二極化するな
か、園を一つにまとめ、職員をより良い保育を
目指す姿勢に導いている。

Ⅱ－１－（２）－②　経営の改善や業務の実行性を
高める取組に指導力を発揮している。

ａ

職員の負担軽減にあたり、清掃業務の外部委
託、集金業務の効率化等がなされている。また
献立の立案、玩具の購入についても園として最
適な状況を踏まえた施策の実行に努めている。

第三者評価結果 コメント

Ⅱ－２－（１）－①　必要な福祉人材の確保・定着
等に関する具体的な計画が確立し、取組が実施され
ている。

ａ

法人にて採用会議を開催し、新規・欠員の採用
に取り組んでいる。中心となってクラス運営に
あたる職員の増強を目指しており、現所属職員
の負担軽減につなげていけるよう努めている。

Ⅱ－２－（１）－②　総合的な人事管理が行われて
いる。

ａ

評価方法・評価基準が規定された人事考課規程
が設置されている。各職員は、面談、目標設定
を通じて意思疎通を図り、職員・園ともに前向
きになれるよう制度の活用にあたっている。

Ⅱ－２－（２）－①　職員の就業状況や意向を把握
し、働きやすい職場づくりに取組んでいる。

ａ

年次有給休暇、時間外労働が帳簿にて記録なさ
れており、管理により休暇の取得率向上と時間
が労働削減が実現している。時間単位の年次有
給休暇取得や希望休の取得によりワークライフ
バランスがとれるよう園全体で取り組んでい
る。

Ⅰ－４－（１）　質の向上に向けた取組が組織的・計画的に行われている。

評価対象Ⅱ　組織の運営管理
Ⅱ－１　管理者の責任とリーダーシップ

Ⅱ－１－（１）　管理者の責任が明確にされている。

Ⅱ－１－（２）　管理者のリーダーシップが発揮されている。

Ⅱ－２　福祉人材の確保・育成

Ⅱ－２－（１）　福祉人材の確保・育成計画、人事管理の体制が整備されている。

Ⅱ－２－（２）　職員の就業状況に配慮がなされている。



評価結果詳細（にいぞ虹保育園）

Ⅱ－２－（３）－①　職員一人ひとりの育成に向け
た取組を行っている。

ａ

年に2回の職員面談を通して目標の管理とスキル
アップについて指導にあたっている。人事考課
結果は処遇に反映するなど職員のモチベーショ
ンアップにつなげるよう取り組んでいる。

Ⅱ－２－（３）－②　職員の教育・研修に関する基
本方針や計画が策定され、教育・研修が実施されて
いる。

ａ

行政・各種団体の研修実施予定を参考に外部研
修への派遣等がなされている。研修終了後は報
告書を提出し、その成果の確認がなされてい
る。

Ⅱ－２－（３）－③　職員一人ひとりの教育・研修
の機会が確保されている。

ａ

今冬からの新型コロナウイルスの影響から研修
実施や派遣が困難になっている中、できうる限
り参加できるよう園にて配慮に努めている。リ
モート機器による研修活用など工夫に努めてお
り、今後は虐待防止やアンガーマネジメントに
ついての研修参加により研鑽を深めていく意向
をもっている。

Ⅱ－２－（４）－①　実習生等の福祉サービスに関
わる専門職の教育・育成について体制を整備し、積
極的な取組をしている。

ｂ
実習生受け入れにあたってオリエンテーション
の標準化がなされており、各種学校の計画に応
じ、受け入れがなされている。

第三者評価結果 コメント

Ⅱ－３－（１）－①　運営の透明性を確保するため
の情報公開が行われている。

ａ

法人グループのインターネットサイトでは事業
概要ほか新型コロナウイルスに対する法人の具
体的取り組みを掲載している。また園のページ
ではブログにて日々の活動や行事の様子を発信
している。

Ⅱ－３－（１）－②　公正かつ透明性の高い適正な
経営・運営のための取組が行われている。

ａ

経理規程が設定されており、適正な運用に取り
組んでいる。また毎月の法人による会議により
報告し、指導を受けながら管理にあたってい
る。玩具の購入等については職員からの自由な
意見を取り入れるなど管理と裁量のバランスを
図っている。

第三者評価結果 コメント

Ⅱ－４－（１）－①　利用者と地域との交流を広げ
るための取組を行っている。

ａ
幼児クラスによる高齢者施設への訪問等がなさ
れていたが、新型コロナウイルスへの考慮によ
り中断している。終息後の再開が待たれる。

Ⅱ－４－（１）－②　ボランティア等の受入れに対
する基本姿勢を明確にし体制を確立している。

ｂ
ボランティア受け入れにあたってはオリエン
テーションの実施事項を定め、就労体験・保育
士体験等の受け入れがなされている。

Ⅱ－４－（２）－①　福祉施設・事業所として必要
な社会資源を明確にし、関係機関等との連携が適切
に行われている。

ａ

市内私立園長会への参加をはじめとした行政と
の関係構築、スポーツセンター等社会資源の利
用等を通して関係機関との連携がなされてい
る。様々な施設に出かけ、子どもたちの体験を
増やしていく意向をもっている。

Ⅱ－４　地域との交流、地域貢献

Ⅱ－２－（３）　職員の質の向上に向けた体制が確立されている。

Ⅱ－２－（４）　実習生等の福祉サービスに関わる専門職の研修・育成が適切に行われている。

Ⅱ－３　運営の透明性の確保

Ⅱ－３－（１）　運営の透明性を確保するための取組が行われている。

Ⅱ－４－（１）　地域との関係が適切に確保されている。

Ⅱ－４－（２）　関係機関との連携が確保されている。



評価結果詳細（にいぞ虹保育園）

Ⅱ－４－（３）－①　福祉施設・事業所が有する機
能を地域に還元している。

ｂ

ＡＥＤ設置・高齢者施設訪問などできうる地域
への貢献活動に努めている。法人は保育だけで
なく幅広い福祉サービスの提供を行っており、
そのポテンシャルの発揮により地域への更なる
貢献が予想される。

Ⅱ－４－（３）－②　地域の福祉ニーズに基づく公
益的な事業・活動が行われている。

ｂ

スペースの関係から園庭開放や一時預かり事業
の実施が難しいため、子育て相談を通して地域
の子育て世帯のサポートをしていくことを視野
に入れている。

第三者評価結果 コメント

Ⅲ－１－（１）－①　利用者を尊重した福祉サービ
ス提供について共通の理解をもつための取組を行っ
ている。

ａ

職員会議等での周知、園独自のマニュアル設置
等により理念・方針の浸透にあたっている。配
慮の必要な子ども、外国籍の家庭等々多様性へ
の尊重と理解を深めるよう日々の保育に取り組
んでいる。

Ⅲ－１－（１）－②　利用者のプライバシー保護等
の権利擁護に配慮した福祉サービス提供が行われて
いる。

ａ

プール時にはネット・ついたて等の使用により
羞恥心への配慮に努めている。また年長児につ
いては着替えについて就学を控えた指導にあた
るなど取り組んでいる。虐待防止マニュアルを
設置し、組織として不適切な事案防止策を整備
している。

Ⅲ－１－（２）－①　利用希望者に対して福祉サー
ビス選択に必要な情報を積極的に提供している。

ａ

入園希望の見学については衛生に配慮し、組数
を限定して実施している。保護者の負担、新型
コロナウイルスへの対応、おむつの処理、費用
等見学者の質問に応じ、園への理解を深めても
らえるよう取り組んでいる。

Ⅲ－１－（２）－②　福祉サービスの開始・変更に
あたり利用者等にわかりやすく説明している。

ａ

今年度は新型コロナウイルスの影響から全体で
の入園説明会を自粛し、写真入りの説明書等を
用いて代替としている。個別面談においては、
子どもたち一人ひとりを迎え入れるにあたって
のアセスメントとがなされており、保護者から
提出された書類の確認と共に子どもと家庭の把
握に努めている。

Ⅲ－１－（２）－③　福祉施設・事業所の変更や家
庭への移行等にあたり福祉サービスの継続性に配慮
した対応を行っている。

ａ

就学にあたっては「基本的生活習慣の習得」、
「困ったときに誰かに助けを求められることが
できる」等について指導にあたっている。保育
要録の提出等就学先と連携を図り、丁寧な接続
となるよう努めている。

Ⅲ－１－（３）－①　利用者満足の向上を目的とす
る仕組みを整備し、取組を行っている。

ａ

行事後のアンケート、個人面談等により保護者
の意向確認にあたっている。意見に耳を傾ける
ことにより保護者との信頼関係を構築するよう
努めている。

Ⅱ－４－（３）　地域の福祉向上のための取組を行っている。

評価対象Ⅲ　適切な福祉サービスの実施
Ⅲ－１　利用者本位の福祉サービス

Ⅲ－１－（１）　利用者を尊重する姿勢が明示されている。

Ⅲ－１－（２）　福祉サービスの提供に関する説明と同意（自己決定）が適切に行われている。

Ⅲ－１－（３）　利用者満足の向上に努めている。



評価結果詳細（にいぞ虹保育園）

Ⅲ－１－（４）－①　苦情解決の仕組みが確立して
おり、周知・機能している。

ａ

苦情解決責任者、担当者、第三者委員等苦情解
決体制の設置がなされている。園内掲示、重要
事項説明書への掲載を通して周知を図ってい
る。

Ⅲ－１－（４）－②　利用者が相談や意見を述べや
すい環境を整備し、利用者等に周知している。

ａ

意見箱の設置、個人面談の実施等にて利用者が
相談しやすい環境を整備している。またアプリ
ケーションから相談を受け付けられるようにす
るなど日々忙しい保護者に対して配慮がなされ
ている。

Ⅲ－１－（４）－③　利用者からの相談や意見に対
して、組織的かつ迅速に対応している。

ａ

アンケート結果のフィードバック等がなされて
おり、日常から相談に対して管理職が携わりな
がら解決を図っている。また保護者だけでなく
地域の声を聞きながら理解を得られるよう努め
ている。

Ⅲ－１－（５）－①　安心・安全な福祉サービスの
提供を目的とするリスクマネジメント体制が構築さ
れている。

ａ

ヒヤリハット報告書・事故報告書を整備し、原
因の分析を通して事故予防にあたっている。更
にヒヤリハット報告の充実を目指しており、振
り返り方法の検討等進める意向をもっている。

Ⅲ－１－（５）－②　感染症の予防や発生時におけ
る利用者の安全確保のための体制を整備し、取組を
行っている。

ａ

消毒の機器の購入、食事時のついたて使用等々
新型コロナウイルス対策を施している。保健だ
より・園内掲示により保護者への周知にあたっ
ており、家庭も含めた園全体での感染予防に取
り組んでいる。

Ⅲ－１－（５）－③　災害時における利用者の安全
確保のための取組を組織的に行っている。

ａ

毎月の避難訓練は、自然災害・火災・不審者対
応など想定を変えて実施している。散歩マップ
の見直しについては随時ではなく、時期を定期
的に定めて行う意向をもっている。

Ⅲ－２－（１）－①　提供するサービスについて標
準的な実施方法が文書化され福祉サービスが提供さ
れている。

ａ

園独自のマニュアルが設定されており、リスク
マネジメントおよび保育・保健衛生・給食の各
種業務に対して標準化が図られている。また就
業規則をはじめ、ハラスメント・個人情報・人
事考課等の各規程が法人により整備されてお
り、法人のコンプライアンスとガバナンスへの
注力を理解することができる。

Ⅲ－２－（１）－②　標準的な実施方法について見
直しをする仕組みが確立している。

ａ
各種マニュアルは年に1回程度の見直しを実施し
ており、行政からのアドバイスや法令等の変更
にあわせて随時変更している。

Ⅲ－２－（２）－①　アセスメントにもとづく個別
的な福祉サービス実施計画を適切に策定している。

ａ

家庭から提供される情報の確認と保管、日々の
保育の記録、保護者との面談を総合して子ども
の姿をとらえ、子どもたち一人ひとりの課題と
目標を個別指導計画または児童票に落とし込ん
でいる。

Ⅲ－２－（２）－②　定期的に福祉サービス実施計
画の評価・見直しを行っている。

ａ
年・月・週の指導計画はそれぞれの年齢にあっ
た設定となっているか確認しており、反省と評
価をもって次期につなげている。

Ⅲ－１－（５）　安心・安全な福祉サービスの提供のための組織的な取組が行われている。

Ⅲ－１－（４）　利用者が意見等を述べやすい体制が確保されている。

Ⅲ－２　福祉サービスの質の確保
Ⅲ－２－（１）　提供するサービスの標準的な実施方法が確立している。

Ⅲ－２－（２）　適切なアセスメントにより福祉サービス実施計画が策定されている。



評価結果詳細（にいぞ虹保育園）

Ⅲ－２－（３）－①　利用者に関する福祉サービス
実施状況の記録が適切に行われ、職員間で共有化さ
ている。

ａ

記録書式は法人内で統一されており、子どもた
ちの日々の姿をおさめるよう努めている。また
児童票については職員間の差異が現れない形式
への変更を検討している。

Ⅲ－２－（３）－②　利用者に関する記録の管理体
制が確立している。

ａ

記録の保管、保存、廃棄について規定を定め適
切な管理にあたっている。職員への誓約、書庫
での保管により漏洩の防止を約し、個人情報の
取り扱いについて保護者への同意を得ている。

第三者評価結果 コメント

Ａ－１－（１）－①　保育所の理念、保育の方針や
目標に基づき、子どもの心身の発達や家庭及び地域
の実態に即した保育過程を編成している。

ａ

理念・方針のほか園の特色について詳細に触れ
た全体的な計画が策定されている。また本計画
は年齢ごとの年間指導計画に落とし込まれてお
り、整合性のある保育実施に取り組んでいる。

Ａ－１－（２）－①　生活にふさわしい場として、
子どもが心地良く過ごすことのできる環境を整備し
ている。

ａ

清潔と衛生が保たれた室内外、シンプルに安全
を考えた構造等子どもたちが安心して過ごすこ
とを主眼とした環境に本園の理念が表れてい
る。収納スペースの関係から子どもたちが自由
に遊びや玩具を選択する環境の不足を認識して
おり、改善を検討している。

Ａ－１－（２）－②　一人ひとりの子どもを受容
し、子どもの状態に応じた保育を行っている。

ａ

子どもの気持ちをくみとり、受容するよう指導
にあたっており、職員へのアンケート実施、
クールダウンする体制整備等に取り組んでい
る。子どもをせかすような・制止するような言
葉遣いをやめ、前向きな言葉かけとなるよう確
認と指導にあたっている。

Ａ－１－（２）－③　子どもが基本的な生活習慣を
身に付けることができる環境の整備、援助を行って
いる。

ａ

標準や絶対など固定観念にとらわれず、子ども
たちの発達・発育に合わせて・家庭の意見を聞
きながら基本的生活習慣の習得に努めている。
慣れ保育についてはあらかじめ予定表を配布
し、就業先への理解を得られるよう配慮に努め
ている。

Ａ－１－（２）－④　子どもが主体的に活動できる
環境を整備し、子どもの生活と遊びを豊かにする保
育を展開している。

ａ

遊びを通して子どもたちが経験を積めるようプ
ログラムの設定等がなされている。自然に関わ
り、また子どもたち同士で刺激し合える環境を
整えるよう見守る姿勢を大切に保育にあたって
いる。

Ａ－１－（２）－⑤　乳児保育（０歳）において、
養護と教育が一体的に展開されるよう適切な環境を
整備し、保育の内容や方法に配慮している。

ａ

スキンシップを通して環境に対する安心感を与
えるよう努めている。手作り玩具の提供など子
どもたちの好奇心を満たすことと安全への配慮
の双方に注力するよう努めている。

Ａ－１－（２）－⑥　３歳児未満児（１・２歳児）
の保育において養護と教育が一体的に展開されるよ
う適切な環境を整備し、保育の内容や方法に配慮し
ている。

ａ

基本的生活習慣の習得にあたり、自らの意志を
伝えていくことができるよう励ます、誉めるな
ど自信につながるよう努めている。健康管理に
ついても区別や使い分けができるよう取り組ん
でいる。

Ａ－１－（２）－⑦　３歳以上児の保育において養
護と教育が一体的に展開されるよう適切な環境を整
備し、保育の内容や方法に配慮している。

ａ

日々の生活や遊びの中で健康に過ごすことの大
切さを学べるよう努めている。また子どもたち
同士が触れあい、行事での協働や時にトラブル
に対して自分たちで考えることを学んでいける
よう見守っている。

Ⅲ－２－（３）　福祉サービス実施の記録が適切に行われている。

評価対象Ⅳ　内容評価基準
Ａ－１保育内容

Ａ－１－（１）養護と教育の一体的展開

Ａ－１－（２）　環境を通して行う保育、養護と養育の一体的展開



評価結果詳細（にいぞ虹保育園）

Ａ－１－（２）－⑧　障害のある子どもが安心して
生活できる環境を整備し、保育の内容や方法に配慮
している。

ａ

職員配置の配慮、バリアフリーの構造。個別指
導計画の作成等をもって受け入れがなされてい
る。保護者との連携、行政による巡回指導の利
用等をもって適切な保育に取り組んでいる。

Ａ－１－（２）－⑨　長時間にわたる保育のための
環境を整備し、保育の内容や方法に配慮している。

ａ

健康および精神状態に配慮しながら保育が長時
間にわたる場合への対応に努めている。職員間
の情報共有、遊び方の配慮等により安全・安心
して過ごせる環境形勢に取り組んでいる。

Ａ－１－（２）－⑩　小学校との連携、就学を見通
した計画に基づく、保育の内容や方法、保護者との
関わりに配慮している。

ａ

午睡や食事時間を考慮し、就学への準備を進め
ている。小学校への見学など交流を図り、子ど
も・保護者の不安や心配に寄り添うよう努めて
いる。

Ａ－１－（３）－①　子どもの健康管理を適切に
行っている。

ａ
午睡については目視による管理を重視し、年齢
による定間隔の確認のもと安全な睡眠環境の形
成にあたっている。

Ａ－１－（３）－②　健康診断・歯科検診の結果を
保育に反映している。

ａ

保健計画の策定により健康診断等計画的な実施
にあたっている。子どもたちの成長の記録は保
管および保護者への通知がなされており、家庭
との連携により健康管理にあたっている。

Ａ－１－（３）－③　アレルギー疾患、慢性疾患等
のある子どもに対し、医師からの指示を受け適切な
対応を行っている。

ａ

食物アレルギーをもつ子どもに対しては、医師
の指示の確認、献立や食事提供時のチェック等
にあたっている。緊急時対応の研修受講・備品
の整備など万一の事態に備えた対応がなされて
いる。

Ａ－１－（４）－①　食事を楽しむことができるよ
う工夫をしている。

ａ
給食会議の実施、喫食状況の確認、食育だより
の発行等子どもたちが楽しく・健康に食事がで
きるための取り組みと工夫がなされている。

Ａ－１－（４）－②　子どもがおいしく安心して食
べることのできる食事を提供している。

ａ

策定された計画に沿いながら野菜栽培やクッキ
ング保育など食育に取り組んでいる。紙芝居や
魚の解体の実施など子どもの食への興味を喚起
する取り組みが積極的になされている。

第三者評価結果 コメント

Ａ－２－（１）－①　子どもの生活を充実させるた
めに、家庭との連携を行っている。

ａ

送迎時のコミュニケーション・連絡帳でのやり
とりを通して家庭との信頼関係構築に努めてい
る。保育参観・保育士体験・行事を通して園へ
の理解が深まるよう取り組んでいる。

Ａ－２－（２）－①　保護者が安心して子育てがで
きるよう支援を行っている。

ａ

新型コロナウイルスの影響から保護者の参加行
事の縮小等がなされており、それぞれに対して
考察し、ＤＶＤでの閲覧や年齢の考慮等工夫に
あたっている。

Ａ－２－（２）－②　家庭での虐待等権利侵害の疑
いのある子どもの早期発見・早期対応及び虐待の予
防に努めている。

ａ
毎朝の視診、着替え時の確認・記録等により子
どもの健康と安全を確認している。児童相談所
等と連携し、適切な対応に努めている。

Ａ－２　子育て支援

Ａ－１－（３）　健康管理

Ａ－１－（４）　食事

Ａ－２－（１）　家庭との緊密な連携

Ａ－２－（２）　保護者等の支援



評価結果詳細（にいぞ虹保育園）

第三者評価結果 コメント

Ａ－３－（１）－①　保育士等が主体的に保育実践
の振り返り（自己評価）を行い、保育実践の改善や
専門性の向上に努めている。

ａ

年に1回人事考課に基づく自己評価を実施してお
り、目標の設定と振り返りがなされている。ま
たクラス単位においても年・月・週のタームご
とに目標と検証がなされており、改善を次期に
つなげるサイクルが確立している。

Ａ－３　保育の質の向上

Ａ－３－（１）　保育実践の振り返り（保育士等の自己評価）


